

１　直線アイの上を円が転がっていきます。下の図から円が 一回転する 間で、次の問いに答えなさい。


　　ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　　

（１）直線ウエが直線アイと平行になるときは、何回ありますか。
　　　【　　　　　　　　　　　　　】
（２）直線ウエが直線アイと垂直になるときは何回ありますか。
（※はじめの状態は数えません。）
　　　【　　　　　　　　　　　　　】

（３）円を何回か転がしたとき、直線ウエが直線アイと１２回平行になりまし　　　　た。円は何回転したでしょう。

またそのとき直線ウエと直線アイは何回垂直になったでしょう。
　　　【　　　　　　　　　　　　　　】

　　　【　　　　　　　　　　　　　　】

２　下の図のように長方形の折り紙を折りました。次の問いに答えましょう。





（１）アの角度をもとめましょう。また、理由を式や言葉で説明しましょう。

（２）イの角度をもとめましょう。また、理由を式や言葉で説明しましょう。


１　　領域：「　図形　」

　単元：「垂直と平行」

　評価の観点：



出題の趣旨：図形を変化させる中で、垂直と平行の関係を考えることができる。
　　　　　　また、錯角、対頂角を用いて考えることができる。
解答：１（１）２回
　　　　（２）２回

　　　　（３）６回転した。１２回垂直になる。

　　　

２（１）　８０°

【例】角アは、紙を折ってできた角度なので、角アの大きさ

の２つ分と２０°を合わせると１８０°になる。

だから、

１８０―２０＝１６０
　　　　　　１６０÷２＝８０

　　　　　　　　（２）１００°

　　　　　　　【例１】角イは、角アと２０°を合わせた大きさと同じになる。
　　　　　　　　　　だから、

　　　　　　　　　　　　　８０＋２０＝１００
【例２】（５年生の学習内容を使って）

折ってできた四角形のそれぞれの角度は、直角が２つと、（１）で求めた角ア８０°と角イ。四角形の内角の和は３６０°だから、

　　　　　　３６０－９０×２－８０＝１００
【 小学校算数・単元別問題 】





「垂直と平行」
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